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追
悼
特
集
ー

田
中
一
典
・
前
町
長
を
し
の
ん
で

～
町
と
と
も
に
歩
み
、

　
町
民
に
寄
り
添
い
続
け
た
笑
顔
と
思
い
出
～

田中一典・前町長の突然の訃報に、町民の皆さまも深い悲しみに包まれていることと思います。
ここに心より哀悼の意を表し、田中前町長が町のために尽くされた功績を振り返ります。

主な経歴
□公選職歴

平成 21 年 11 月～平成 29 年 9 月　妹背牛町議会議員（3 期）
平成 21 年 11 月～平成 23 年 9 月　産業建設常任委員会委員
平成 23 年 9 年～平成 27 年 9 月      総務民教常任委員会委員
平成 23 年 9 月～平成 27 年 9 月      広報特別委員会副委員長
平成 27 年 9 月～平成 29 年 8 月      運営委員会委員

平成 29 年 12 月～令和７年 6 月　   妹背牛町長（2 期）

□行政委員会歴

平成 23 年 9 月～平成 27 年 9 月      妹背牛町監査委員

□職歴

昭和 56 年 4 月～昭和 59 年 3 月      ユニバーサルテニススクール
昭和 59 年 4 月～昭和 63 年 8 月　  桜田倶楽部東京テニスカレッジ
昭和 63 年 9 月～平成 29 年 10 月   （有）マルシゲ田中商店

                                                  （平成 26 年 8 月から代表取締役）

主な功績
■平成 20 年度着工の妹背牛町国営農地再編整
備事業を令和元年度に完遂。作業効率を向上さ
せ、基幹産業である農業の安定生産に寄与。

■国道 231 号と国道 12 号を結ぶ道道増毛稲田
線の妹背牛橋の老朽化に伴い、早急な架け替え
工事に向けて関係機関への要請に尽力。

■妹背牛温泉ペペルの大規模改修を行い、サウ
ナ設備などの充実を図り、若年層の来館や交流
人口の増加に貢献。

■築 62 年の空き家を改修し、子育て世代交流
施設「from ☆ Moko」を開設、子育て世帯の
相談の場を創出。

■防災機能の強化を目的に、非常用発電機設備、
災害時備蓄品保管施設を建設。戸別受信機や防
災アプリの導入により、災害情報を迅速に届け
る環境を整備。
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町の発展のため、数々の公務に真摯に向き合う一方、
地域行事にも笑顔で参加し、明るく親しみやすい人
柄は、町民の皆様の心に深く刻まれています。

2025 年までの計３回にわたって、自らがバスガイド
を務め、札幌圏のツアー客に妹背牛町を PR。写真は
2024 年 1 月に撮影したもの。

2023 年 11 月、介護劇の舞台で熱演

2024 年 1 月、出初式で消防団員の
士気を高める

2024 年 7 月、災害時の物資供給に関する
協定の締結式

2
0
2
3
年
9
月
、
出
来

秋
に
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
視
察

2
0
2
4
年
8
月
、
法
被
姿
で
盆
踊
り
の
輪
の
中
へ

町の発展と町民の幸せのため、いつも笑顔で町民一人ひとりを大切にしながら、町政にまい進されてきた田中町長。
その功績とご努力に深く敬意と感謝申し上げ、心からご冥福をお祈りいたします。
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地域おこし協力隊通信 妹背牛町に在籍する地域おこし協力隊員の
活動状況などを紹介します。

伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
は
サ
ウ
ナ
人
口
も
増
え
て
お
り
、

全
国
各
地
に
サ
ウ
ナ
専
用
施
設
や
オ
ー
ト

ロ
ウ
リ
ュ
付
き
サ
ウ
ナ
が
増
え
、
熱
波
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
温
浴
施
設
が
増
え

た
中
、
妹
背
牛
町
を
サ
ウ
ナ
施
設
と
し
て

も
有
名
な
町
に
す
る
こ
と
も
目
標
で
は
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や

サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
空
知
地
域
創
生
協
議
会

が
運
営
す
る
空
知
の
情
報
発
信
サ
イ
ト
の
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
も
年
に
２
回
の
情
報
発
信
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

任
期
中
に
業
務
の
一
環
と
し
て
、
町
内

イ
ベ
ン
ト
や
近
郊
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

機
会
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
任
期
中
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

皆
様
初
め
ま
し
て
。
令
和
7
年
5
月

よ
り
妹
背
牛
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
米
林
弘
樹
で
す
。

　

前
職
は
札
幌
市
で
マ
ラ
ソ
ン
や
ド
ー
ム

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
救
護
の
手
伝

い
を
し
な
が
ら
、
金
融
系
企
業
で
働
い
て

お
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
隣
の
深
川
市
で
育
ち
ま
し

た
が
、
祖
母
の
地
元
で
も
あ
る
妹
背
牛
町

で
働
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
、

毎
日
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
主
に
妹
背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
の
一
般

業
務
を
し
な
が
ら
、
熱
波
師
と
し
て
サ
ウ

ナ
室
内
で
お
客
様
に
熱
い
熱
波
を
送
っ
て

お
り
ま
す
。

　

室
内
の
熱
い
蒸
気
を
タ
オ
ル
で
あ
お
ぐ

サ
ウ
ナ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
発

祥
の
「
ア
ウ
フ
グ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
磨
い
て
、
地
元

空
知
で
ア
ウ
フ
グ
ー
ス
や
熱
波
の
魅
力
を

米林 弘樹 さん

　

妹
背
牛
町
防
犯
協
会
（
鈴
木
正
彦

会
長
）
は
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
へ

の
功
績
を
た
た
え
る
本
年
度
の
防
犯

功
労
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
表
彰

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
北
海
道
警
察
本
部
長
と

北
海
道
防
犯
協
会
連
合
会
理
事
長
の

連
名
。
同
協
会
は
、
防
犯
カ
ー
リ
ン

グ
の
開
催
や
新
入
学
児
童
へ
の
防
犯

グ
ッ
ズ
の
贈
呈
な
ど
、
防
犯
意
識
を

高
め
る
活
動
を
精
力
的
に
続
け
て
い

ま
す
。

　

伝
達
式
は
、
７
月
15
日
に
深
川
警

察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地域安全活動の推進  防犯協会が表彰

深
川
警
察
署
の
米
田
宗
治
署
長
（
左
）
か
ら

表
彰
状
の
伝
達
を
受
け
る
鈴
木
会
長

フフォトココーナー

　

J
A
北
い
ぶ
き
女
性
部
妹
背

牛
支
部
の
講
習
会
が
７
月
29
日
、

同
J
A
妹
背
牛
支
所
で
開
か
れ
、

出
席
者
た
ち
が
防
災
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

札
幌
管
区
気
象
台
の
職
員
が
熱
中

症
予
防
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
防

災
講
習
に
続
い
て
、
妹
背
牛
町
役
場

総
務
課
の
職
員
が
非
常
用
ト
イ
レ
の

使
い
方
を
紹
介
。
実
際
に
ト
イ
レ
を

組
み
立
て
た
後
、
座
り
心
地
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
非
常
食
の
試
食
も
出
席
者

た
ち
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

農協女性部　防災講習に学ぶ

非
常
用
ト
イ
レ
の
使
い
方
の
説
明
を

受
け
る
出
席
者
た
ち
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フフォトココーナー

富山県入善町からジャンボスイカ

　

町
の
無
形
・
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
獅

子
舞
の
ル
ー
ツ
が
入
善
町

に
あ
る
縁
で
、
両
町
は
20

年
以
上
前
か
ら
地
元
の
農

産
物
を
贈
り
合
う
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

ス
イ
カ
は
長
さ
約
40
㌢
、

重
さ
約
20
㌔
。
園
児
た
ち

は
、
力
い
っ
ぱ
い
に
棒
を

振
り
下
ろ
し
て
ス
イ
カ
割

り
を
楽
し
ん
だ
後
、
み
ず

み
ず
し
い
甘
さ
の
ス
イ
カ

を
た
ん
能
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
サ
イ
ズ
の
ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
む
園
児

　

認
定
こ
ど
も
園
妹
背
牛
保
育
所
に
今

年
も
、
町
と
交
流
の
あ
る
富
山
県
入
善

町
の
特
産
品
「
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
」

が
届
き
、
園
児
た
ち
が
夏
の
味
覚
を
味

わ
い
ま
し
た
。

沖縄県出身の與古田さん　協力隊に

　

與
古
田
さ
ん
は
、
北
海

道
の
涼
し
い
気
候
と
お
い

し
い
食
材
を
求
め
て
、
妹

背
牛
町
に
移
住
。
夫
と
長

男
の
家
族
３
人
で
新
た
な

生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

調
理
師
免
許
を
持
ち
、

ホ
テ
ル
や
飲
食
店
で
の
勤

務
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
民
の
舌
に
合
う
沖

縄
料
理
の
味
の
研
究
や
食

材
を
吟
味
し
、
飲
食
店
の

開
店
に
向
け
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

家
族
３
人
で
妹
背
牛
に
移
住
し
た
與
古
田
さ
ん
一
家

　

沖
縄
県
出
身
の
與
古
田
史
帆
（
よ
こ

た
・
し
ほ
）
さ
ん
が
８
月
１
日
、
妹
背

牛
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し

ま
し
た
。
沖
縄
料
理
の
飲
食
店
開
業
を

目
指
し
ま
す
。

　

妹
背
牛
小
学
校
の
４
年
生
が
７
月

９
日
、
妹
背
牛
の
魅
力
を
調
べ
る
総

合
学
習
の
一
環
で
町
内
各
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
わ
か
ち
愛
も
せ
う
し

ひ
ろ
ば
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」
を

体
験
。
参
加
し
て
い
た
高
齢
者
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
床
に
敷
い
た
マ
ス

目
の
網
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
歩
き
ま

し
た
。

　

体
験
後
、
児
童
は
ス
タ
ッ
フ
か
ら

施
設
の
利
用
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

小学生が「ふまねっと運動」体験

わ
か
ち
愛
も
せ
う
し
ひ
ろ
ば
で
、
ふ
ま

ね
っ
と
運
動
を
体
験
す
る
児
童

堀込さん 消防救助の全道大会に出場

　

堀
込
さ
ん
は
同
組
合
消

防
本
部
の
代
表
と
し
て
、

長
さ
20
㍍
の
ロ
ー
プ
を
往

復
す
る
タ
イ
ム
を
競
う

「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」

に
出
場
。
降
雨
の
中
、
標

準
所
要
時
間
の
28
秒
を
上

回
る
24
秒
を
記
録
し
、
２

カ
月
余
り
に
わ
た
る
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

堀
込
さ
ん
は
「
雨
の
日
も

し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る

よ
う
、
訓
練
を
続
け
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

全
道
大
会
に
向
け
て
訓
練
に
励
ん
だ
堀
込
さ
ん

　

深
川
地
区
消
防
組
合 

深
川
消
防
署
妹

背
牛
支
署
の
堀
込
駿
太
さ
ん
が
、
７
月

に
札
幌
市
で
開
か
れ
た
第
53
回
「
全
道

消
防
救
助
技
術
訓
練
指
導
会
」
に
初
め

て
出
場
し
ま
し
た
。
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フフォトココーナー

　

夏
の
交
通
安
全
運
動
（
７
月
13
日

～
22
日
）
期
間
中
、
妹
背
牛
町
内
の

関
係
団
体
が
道
道
深
川
雨
竜
線
沿
い

の
わ
か
ち
愛
も
せ
う
し
ひ
ろ
ば
前
で

旗
の
波
街
頭
啓
発
を
行
い
、
道
ゆ
く

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

同
運
動
は
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
や

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
徹
底
な
ど
が
重

点
。
14
日
の
街
頭
啓
発
で
は
、
交
通

安
全
協
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な

ど
各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
「
交
通
安

全
」
と
書
か
れ
た
黄
色
い
旗
を
持
っ

て
、
沿
道
に
並
び
ま
し
た
。

旗の波で安全運転を呼びかけ
旗
の
波
街
頭
啓
発
で
、
道
ゆ
く
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
参
加
者
た
ち

　

北
空
知
６
市
町
の
花
き
生
産
者
で

つ
く
る
「
北
育
ち
元
気
村  

花
き
生

産
組
合
」
は
、
管
内
の
各
自
治
体
に

生
花
を
届
け
る
「
生
花
リ
レ
ー
」
を

展
開
し
、
花
き
の
生
産
地
を
P
R

し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
町
内
で
は
妹
背
牛
支

部
長
の
定
講
保
男
さ
ん
ら
が
７
月
14

日
に
、
地
場
産
の
H
B
S
シ
ネ
ン

シ
ス
や
ア
ナ
ベ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

寄
贈
。
色
鮮
や
か
な
花
が
役
場
正
面

入
り
口
を
彩
り
、
来
庁
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

生花リレーで花き産地を PR

生
花
を
届
け
た
定
講
支
部
長
（
左
）
と

廣
澤
教
育
長

　

空
知
町
村
議
会
議
長
会
の
令
和
７

年
度
「
議
員
研
修
会
」
が
７
月
16
日
、

妹
背
牛
町
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
員
ら
約
１
７
０
人
が
、
小

型
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
の
地

方
出
店
を
進
め
る
「
ダ
イ
ゼ
ン
」
の

柴
田
貢
社
長
の
講
演
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　

柴
田
社
長
は
、
セ
ル
フ
レ
ジ
の
導

入
な
ど
で
効
率
化
を
図
り
、
１
店
舗

当
た
り
店
員
２
人
体
制
で
ス
ー
パ
ー

を
運
営
し
て
い
る
と
説
明
。
そ
の
上

で
、
高
齢
者
の
買
い
物
を
支
え
る
地

方
出
店
の
意
義
を
述
べ
ま
し
た
。

空知の議員研修会　妹背牛で

ス
ー
パ
ー
運
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
語

る
柴
田
社
長

　

妹
背
牛
、沼
田
、秩
父
別
、深
川（
一

已
）
４
市
町
合
同
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
「
ソ
ル
・
ベ
ル
テ
」

が
６
月
に
芦
別
市
で
開
催
さ
れ
た
北

空
知
地
区
予
選
で
優
勝
し
、
選
手
た

ち
が
全
道
大
会
に
向
け
た
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
妹
背
牛
小

の
児
童
は
３
人
。
７
月
22
日
、
妹
背

牛
町
役
場
を
訪
れ
た
選
手
た
ち
は
、

地
区
予
選
で
発
揮
し
た
持
ち
前
の
高

い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
全
道
大
会
で
活
躍
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

ミニバス「ソル・ベルテ」全道へ

全
道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
、
役
場
を

訪
問
し
た
選
手
た
ち
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フフォトココーナー

　

平
和
へ
の
想
い
を
つ
な
ぐ
「
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
」
が
道
内
各
地
で

行
わ
れ
、
妹
背
牛
町
に
は
７
月
24
日

に
“
平
和
の
灯
”
が
到
着
し
ま
し
た
。

　

戦
争
や
核
の
な
い
世
界
の
実
現
を

求
め
る
同
リ
レ
ー
は
、
７
月
22
日
に

宗
谷
管
内
幌
延
町
を
ス
タ
ー
ト
し
、

８
月
10
日
に
札
幌
市
へ
ゴ
ー
ル
す
る

日
程
で
開
催
。

　

妹
背
牛
町
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、
町
役

場
職
員
の
渡
邊
亮
太
さ
ん
、
川
村
晴

子
さ
ん
、田
中
沙
奈
さ
ん
の
３
人
で
、

深
川
市
か
ら
引
き
継
が
れ
た
火
を
北

竜
町
へ
届
け
ま
し
た
。

平和を願い 妹背牛町でもリレー
役
場
前
を
出
発
し
、
北
竜
町
へ
向
か
う
妹
背

牛
町
役
場
の
職
員

　

妹
背
牛
商
工
会
青
年
部
・
女
性

部
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
が
７
月
25
日
、
町
民
会
館
で

開
か
れ
、
友
人
や
職
場
の
仲
間
と
訪

れ
た
人
た
ち
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

会
場
の
駐
車
場
に
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
並
び
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
手

に
夕
食
を
楽
し
む
人
の
姿
も
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
現
金

つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
な
お
、
収
益
金

の
一
部
は
「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

商工会ビールパーティー 盛況
現
金
つ
か
み
取
り
で
盛
り
上
が
る
来
場
者

　

庄
子
賢
一
・
農
林
水
産
大
臣
政
務

官
が
７
月
24
日
、
家
畜
を
快
適
な
環

境
下
で
飼
育
す
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
を
実
践
す
る
妹
背
牛
牧
場
を

訪
れ
、
酪
農
業
の
生
産
現
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
亮
太
さ
ん
、
牧
子
さ
ん
ご

夫
妻
が
牧
場
内
を
案
内
。
適
宜
刈
り

取
り
を
実
践
す
る
自
給
飼
料
へ
の

こ
だ
わ
り
や
牛
を
第
一
に
考
え
た
飼

育
方
法
を
聞
い
た
庄
子
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
は
「
牛
に
対
す
る
究
極
の

サ
ー
ビ
ス
業
が
良
い
結
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
、
話
し
ま
し
た
。

農林水産大臣政務官が妹背牛牧場を視察

庄
子
・
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
（
左
）
と

懇
談
す
る
佐
々
木
さ
ん
ご
夫
妻

　

認
定
こ
ど
も
園
妹
背
牛
保
育
所
で

８
月
７
日
、
七
夕
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
、
浴
衣
姿
の
園
児
た

ち
は
大
き
な
輪
を
つ
く
り
、
盆
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た

た
め
、
屋
外
で
予
定
し
て
い
た
行
事

を
園
舎
ホ
ー
ル
で
行
う
こ
と
に
。「
大

金
持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」「
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ
ズ
が
ほ

し
い
」
な
ど
と
、
園
児
た
ち
が
願
い

事
を
書
い
た
色
鮮
や
か
な
短
冊
が
飾

ら
れ
、
七
夕
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

保育所で七夕イベント

盆
踊
り
を
楽
し
む
園
児
た
ち
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情 報 ひ ろ ばひ ろ ば

HP

一定面積以上の土地取引には届出が必要です 

【届出期限】 　　

契約締結日から２週間以内 　
※提出期限を過ぎた場合でも、
届出書の提出にご協力願います。  

【提出書類】　各３部 　

・土地売買等届出書　

・土地売買等契約書の写し 　

・土地の位置を明らかにした
   縮尺５万分の１以上の地形図 　

・土地及びその付近の状況を明らかにした
  ５千分の１以上の図面 

・土地の形状を明らかにした
   図面 ・委任状（代理人が届出する場合）  

【罰則】 　　
届出をしないと法律で罰せられることがあります。  

【届出の対象となる面積】 　

 

【届出者】 　　
土地の権利取得者（買主等）  

【届出・問合せ先】 　　
企画振興課企画振興グループ　TEL0164-34-8581 　
※提出様式や制度の詳細は
ホームページをご覧ください。

　土地の売買・賃借・交換・営業譲渡など、一定面積以上
の土地取引に係る契約をした場合には、国土利用計画法の
規定により、その土地が所在する市町村に届出が必要です。

市街化区域 ２千㎡以上

市街化区域以外の都市計画区域内 ５千㎡以上

都市計画区域外 １万㎡以上

令和 7 年度自衛官募集案内

資格 日本国籍を有し、採用予定月の
1 日現在 18 歳以上 33 歳未満の男女

受付期間 年間を通じて受付を行っております。

試験期日 11 月 24 日（月祝）、25 日（火）
のいずれか１日

試験会場 陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

自衛隊旭川地方協力本部 旭川地区隊 
TEL0166-55-0100・自衛官候補生

2 家庭でゴミを燃やせる場所もありません

　家庭にあるドラム缶やコンクリート製の管などを使

用し、許可無くゴミを燃やして処分することは犯罪に

なります。「周囲に火が飛ばなければ良い」など、燃や

し方の問題ではありません。

3 ゴミ焼き、不法投棄は検挙の対象です

　ゴミ袋代がかからない、分別・ゴミ出しが面倒など

の理由で焼却、不法投棄をする人もいるようですが、

ゴミの不適正処分の罰金は、かなりの高額になります

ので、ゴミ焼き・不法投棄はやめましょう！

妹背牛駐在所　TEL 32-2052

ゴミ焼きは検挙の対象です！

　
　妹背牛町内や近隣市町村において、ゴミの不適切

処分や不法投棄、特にゴミの焼却処分をしている状

況が見受けられます。

1 家庭で燃やせるゴミはありません

　ビニールやプラスチック類の有害な物はもちろん、

生ゴミや紙類、伐採した木の枝、枯れ草に至るまで

一般家庭で燃やして処分できるゴミはありません。
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国民年金よりお知らせ

国民年金保険料の免除・納付猶予期間がある方へ

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法廷

免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた

期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢

基礎年金（６５歳から受けられる年金）の受け取り額

が少なくなります。

　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除

等これらの期間の保険料については、１０年以内であ

ればさかのぼって納める（追納）ことができます。

　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度か

ら起算して３年度目以降の追納の場合、当時の保険料

額に一定額の加算額が上乗せされます。

　追納は、古い月のものから納付することになります

が、一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納

付されていなければ追納できませんので、ご注意下さ

い。

【お問い合わせ先】　
役場住民課住民グループ　TEL0164-32-2031（直通）

追納のメリット
　１年間分追納すると、全額免除の期間であれば老後の

年金が約１万円、納付猶予や学生納付特例の期間であれ

ば年間で２万円（※）増えます。

　また、追納した保険料は社会保険料控除の対象となり

ます。詳しくは、「社会保険料（国民年金保険料）控除

証明書」をご確認ください。

※納付猶予や学生納付特例の期間は、年金の受給資格期

間として計算されますが、追納しないと年金額には反映

されません。

追納の申請方法
　申請方法や申請書等は、日本年金機構のホームページ

に掲載しておりますので、下記 QR コードよりご確認

ください。お電話での問い合わせは、ねんきんダイヤル

TEL0570-05-1165 までお願いします。

無料調停相談会の開催について
　深川調停協会では、金銭・土地・建物・交通事故など
のもめごとや、夫婦・親子・扶養・養育費・相続などの
家庭内や親族間のもめごとでお困りの方に、調停制度の
内容や手続きについて相談をお受けいたします。
　相談会では、裁判所の調停委員が、相談内容の秘密を
厳守し親切丁寧に対応いたします。予約の必要はありま
せん。御希望の方は、お気軽に、当日直接会場へお越し
ください。

1 主　　催　　深川調停協会
2 開催日時　　令和 7 年 10 月 11 日（土）
　　　　　　　午前 10 時から午後 3 時まで
3 場　　所　　深川市中央公民館
　　　　　　　深川市 5 条 7 番 23 号
　　　　　　　TEL 0164-22-2878
4 問合せ先　　深川調停協会 庶務 青木 　　　
　　　　　　　TEL0164-22-3820
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「いいとこ撮り」は、広報担当者が見つけた町の
魅力やホットな話題をお届けするコーナーです。

「わたしのもせうし時間」は、
妹背牛町で暮らす人たちに

スポットを当てた不定期企画です！
わたしの

も
せう し 時

間

め
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
神
社
巡
り
を
楽
し
ん

で
い
る
と
、
知
人
の
神
社
関
係

者
か
ら
、
不
在
だ
っ
た
妹
背
牛

神
社
宮
司
へ
の
誘
い
を
受
け
ま

し
た
。

　

三
山
さ
ん
は
悩
ん
だ
末
、「
神

社
に
興
味
が
あ
る
し
、
地
元
の

た
め
に
な
る
な
ら
」
と
、
歯
科

技
工
士
か
ら
の
転
身
を
決
意
。

２
０
２
４
年
９
月
に
三
重
県
で

新
職
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
「
安
産
祈
願
」「
七
五
三
」「
合

格
祈
願
」「
厄
除
け
」
な
ど
、
神

聖
な
場
所
で
人
生
の
節
目
に
立

ち
会
う
三
山
さ
ん
は
「
地
域
に

愛
さ
れ
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
神
社

に
し
た
い
」と
、前
を
向
き
ま
す
。

　　　

　

旭
川
市
で
歯
科
技
工
士
の
仕

事
を
し
て
い
た
三
山
真
司
さ
ん

は
、
故
郷
の
妹
背
牛
町
に
帰
郷

し
、
妹
背
牛
神
社
の
宮
司
と
し

て
第
二
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　

深
川
西
高
を
卒
業
後
、
旭
川

市
の
専
門
学
校
で
歯
科
技
工
士

の
資
格
を
取
得
。
そ
の
ま
ま
市

内
で
仕
事
を
続
け
、
1 0
年
前
に

開
業
し
ま
し
た
。

　

精
力
的
に
仕
事
を
こ
な
す
一

方
、
休
日
は
趣
味
の
旅
行
を
満

喫
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
の
一

つ
が
「
神
社
巡
り
」。
２
年
間

で
道
内
に
あ
る
30
～
40
カ
所
の

神
社
を
巡
り
、
各
神
社
の
ご
当

地
お
み
く
じ
シ
リ
ー
ズ
「
え
ぞ

み
く
じ
」
十
数
種
類
を
全
て
集

歯科技工士から転身
三山さんが地元・妹背牛神社の宮司に

妹背牛神社の宮司になった三山さん

と
、
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
練
成
会
グ
ル
ー
プ
の
関

連
会
社
「
キ
ョ
ウ
リ
ョ
ク
」（
札
幌
）

企
画
開
発
部
の
阿
部
不
二
雄
部
長
が

「
都
市
と
地
方
の
教
育
格
差
を
な
く

し
、
中
学
受
験
を
前
に
自
分
の
勉
強

方
法
に
自
信
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
、
述
べ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
映
像
授
業
は
、

学
校
の
教
科
書
に
準
拠
し
て
お
り
、

学
年
に
応
じ
て
国
語
・
算
数
・
理
科
・

社
会
・
英
語
に
対
応
。
自
分
の
ペ
ー

ス
で
勉
強
に
取
り
組
め
る
ほ
か
、
分

か
ら
な
い
単
元
は
繰
り
返
し
視
聴
で

き
ま
す
。

　

妹
背
牛
町
教
育
委
員
会
は
８
月
25

日
か
ら
、
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象

と
し
た
学
習
支
援
事
業
「
公
設
塾
」

を
始
め
ま
し
た
。
20
人
が
申
し
込
み
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
通
じ
て
児
童
の

学
力
向
上
と
基
礎
学
力
の
定
着
を
図

り
ま
す
。

　

教
材
は
、
道
内
で
学
習
塾
を
運
営

す
る
「
練
成
会
グ
ル
ー
プ
」（
札
幌

市
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
児
童
一
人
ひ
と
り
が
１
週
間
ご

と
に
学
習
計
画
を
立
て
る
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ノ
ー
ト
」
を
用
い
る
こ
と
で
、

家
庭
学
習
の
進
捗
や
理
解
度
も
確
認

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
週
月
曜
日
に
妹
背
牛

小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
室
で
開
か
れ
る

塾
で
は
、
町
教
委
の
職
員
が
支
援
員

と
し
て
、
児
童
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

７
月
29
日
に
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
説
明
会
で
、
廣
澤
勉
教
育

長
が
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
公
設
塾
は
、
自
分
で
目
標
を

定
め
て
、
個
人
個
人
に
合
っ
た
学
習

を
進
め
て
い
く
た
め
の
支
援
の
場
」

「公設塾」開設　オンライン学習で学力向上

公設塾の説明会に出席した児童と保護者
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Facebook Instagram

妹背牛町 HP

広報紙のデジタル版 ( カラー )
はこちら

イベント内容 日程（祝日除） 時間 場所

ふまねっと運動講座 毎週水曜日 13:30 ～
わかち愛

もせうしひろばほっと茶屋 毎週金曜日 10:00 ～

まちかどサロン 9 月 25 日（木） 10:00 ～

サーキット
トレーニング 毎週木曜日 13:30 ～ 保健センター

親子栄養教室 10 月 16 日（木） 10:00 ～ from ☆ Moko

information

広報 もせうし
2025.9月号　VOL.778 〒079-0592　北海道雨竜郡妹背牛町字妹背牛5200番地  TEL 34-8581

□ 発行　妹背牛町役場　　□ 編集　企画振興課 企画振興グループ

まちのデータ

人口　　　2,547 人　（－ 1）
男性　　　1,205 人　（＋ 2）
女性　　　1,342 人　（－ 3）
世帯　　1,345 世帯　（－ 2）

8 月 1 日現在
　（　）内は前月比

９
15

10
14

イベント情報

妹背牛診療所
TEL 32-2475

インフォメーション

休診日  第１・３・５土曜日、日・祝日

臨時休診  9/18、9/19

午後休診  第２・４水曜日と土曜日、9/17

妹背牛町社会福祉協議会に寄付

・岡部 博 様（3 区）
故祖母 志ず 氏  17 回忌法要に際して

□ 制作　GOONE

９月 当番医院 住所・連絡先

7 日（日） 深川市立病院　担当医院
たかはし内科消化器内科 深川市６条６番１号

TEL22-1101
14 日（日） 深川市立病院

15 日（月） 北海道中央病院 深川市西町１番７号
TEL22-2135

21 日（日） 深川市立病院　担当医院
町立沼田厚生クリニック

深川市６条６番１号
TEL22-1101

23 日（火） 斎藤整形外科医院 深川市 7 条 9 番 38 号
TEL23-3737

28 日（日） 深川市立病院 深川市６条６番１号
TEL22-1101

・ＪＡ北いぶきフレッシュミズ会 様（1 区）
ビールパーティー収益の一部として
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